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1研究目的
　新卒看護師の就職直後における看護基本技術習得状
況の実態について、保健師助産師看護師養成所指定規
則（以下指定規則とする）カリキュラム改正による違
いについて明らかにする。また、調査結果をもとに新
人看護技術研修を検討するための基礎資料とする。
II研究方法
1．調査対象：平成元年、8年の指定規則改正前に看
　　　　　　護基礎教育課程を卒業し、A医科大学
　　　　　　病院に就職した平成2年度（87名）、平成
　　　　　　9年度（147名）平成15年度（136名）の新
　　　　　　卒看護師
2．調査方法
　　就職直後に記載された『看護技術実習調査表』を
　基に平成2年度、平成9年度、平成15年度の共通項
　目（74）をカテゴリー別に分類し、厚生労働省『看
　護基礎教育における技術教育のあり方に関する検
　討会報告書』（平成15年）に報告されている「臨地
　実習において看護学生が行う基本的な看護技術の
　水準」の水準1（32項目）、水準2（3ユ項目）、水準3
　（11項目）の3水準別に比較する。
3．調査内容
　　1）対象の基本属性：
　　　看護基礎教育最終学歴、年齢、性別
　2）看護基本技術は以下の13カテゴリー74項目で
　　　ある。①環境調整技術1項目②食事援助技術3
　　　項目③排泄援助技術10項目④活動・休息技術
　　　2項目⑤清潔・衣生活援助技術2項目⑥呼
　　　吸・循環を整える技術8項目⑦創傷管理技術
　　　2項目⑧与薬の技術18項目⑨救急救命処置技
　　　術6項目⑩症状・生体機能技術17項目⑪感染
　　　予防の技術2項目、安楽確保の技術2項目⑫そ
　　　の他（死後のケア）1項目
　　3）『看護技術実習調査表』の評価尺度は①講義・
　　　デモンストレーション②見学③実施したこと
　　　がある④単独行動ができる，の4段階である．
4．研究期間：平成15年10月1日～16年1月31日
5．データ分析：SPSSIl．O　Jにて統計処理を行った。
6．倫理的配慮：既存データのため施設長および看護
　部長の了承を得て使用し、個人が特定できないよ
　う十分配慮した。
皿結果
1．対象の属性：看護学校卒業が約70％と多く、看護
　　　　　　　大学卒は年々増えている。
2．看護基本技術結果
　　1）看護基本技術全体では、単独行動ができると回
　　　灯したものの比率は、平成2年度と平成9年度
　　　には排泄援助技術、与薬の技術などのカテゴリ
　　　一で、64技術に有意差（P＜0．01）があった。平成
　　　9年度と平成15年度はほとんど差がなかった。
　　2）①学生が単独で実施できる看護i技術（水準1）
　　　　単独行動ができると回答した技術は、平成2
　　　　年度は「氷嚢貼用（97．4％）」「男性の便器介助
　　　　（64．4％）」「女性の便器介助」「男性尿器介助」
　　　　「氷枕貼用」「内服の後始末」「内服介助と確
　　　　認」「ウルトラソニックネブライザー」「蓄尿
　　　　準備」「バルンカテーテルの管理」の10技術
　　　　が50％以上であった。平成9年度、平成15年
　　　　度は50％以上の技術はなかった。
　　　②指導・監視のもとで実施できる看護技術（水
　　　　準2）は、平成2年度は高い順に「坐薬の挿
　　　　入（57．5％）」「筋肉注射（55．2％）」「グリセリ
　　　　ン涜腸（50．6％）」を単独行動ができると回答
　　　　している。「坐薬の挿入」は平成9年度11．9％、
　　　　平成15年度5．9％であった。
　　　③見学する技術（水準3）は、平成2年度は「気
　　　　道確保の体位」92％「低圧持続吸引器」3．4％
　　　　が単独行動ができると回答している。平成9
　　　　年度、平成15年度はすべて！％以下であっ
　　　　た。
］V’l察
　就職直後の看護基本技術習得状況を比較してみる
と、この14年間の技術低下は明らかである。これは指
定規則改正による実習時間の減少、カリキュラム変更
等による未経験：が影響していると考える。また、社会
的状況の変化に伴う臨地実習での実施可能な範囲や機
会が、今後益々限定されることも考えられる。
　今後の課題として、安全な医療・看護を提供するた
めには就職直後の新卒看護師の看護基本技術習得状況
を明確化する、また新卒看護師研修は実情を踏まえど
のような教育をするか、積極的な技術教育への取り組
みが必要である。
　本研究は2004年10月、日本看護学会一看護管理一にて発表し
たものである。
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